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　江南市上下水道事業経営審議会では、江南市長より「江南市水道料金のあり方
について」の諮問を受け、令和7年度以降の水道料金について審議を始めました。

　令和元年度に策定した「江南市水道事業経営戦略」では、５年ごとに水道料金
の見直しを行うと定めており、現在の水道料金は令和２年度に
改定されました。
　今後も人口の減少や節水機器の普及等により、料金収入が減
少する予想となっています。
　一方、基幹管路の耐震化、施設及び設備の更新等を計画的に進
めていく必要があり、今後も多額の費用が必要となっています。

　審議会では、江南市水道事業の経営を調査・分析し、十分な審議をしてまいります。なお、
審議会は傍聴できます。開催日時は市ホームページで確認してください。

〇凍結を防ぐには
　露出している水道管やじゃ口に布や毛布を巻き、その上にビニールテープを巻きつけ防寒します。（布が濡れます
と、効果がなくなりますのでご注意ください。）また、じゃ口を少し開けて、水をチョロチョロと出しておくと凍結
しにくくなります。（出した水はバケツなどに溜めて、洗濯などにご利用ください。）
〇凍結してしまったら
　あわててじゃ口や水道管に熱湯をかけると、破損してしまうことがあります。気温の上昇を待つか、タオルなど
をかぶせた上からぬるま湯を少しずつかけて解凍してください。
〇水道管が破損してしまったら
　まず、止水栓を閉めるか、破損しているところに布やテープを巻きつけるなどの応急処置をしてから市の指定給水
装置工事事業者にご連絡ください。市の指定給水装置工事事業者は市ホームページでご覧になれます。

　冬の冷え込みが厳しいとき（目安として外気温がマイナス3℃以下）は、水道管や
水道メーター内の水が凍ったり、水道管が破損することがあります。
　対策をほどこし、水道管やじゃ口を寒さから守りましょう。水道管が凍結する
と、水が出なくなるだけでなく、破損することがあり、修理に高い費用がかかって
しまうことになります。

●対象者
江南市水道事業より水道の供給を受ける全ての給水契約者（官公署を除く）

●対象期間（6か月間）

●ご注意
使用水量が「０

ゼロ

」の場合は、納入通知書は発行されません。

令和５年  8月検針( 9 月請求分)
10月検針(11月請求分)
12月検針（１月請求分）

令和５年  9月検針(10月請求分)
11月検針(12月請求分)

令和６年 １月検針（２月請求分）

偶数月検針の地区

奇数月検針の地区

「水道料金の基本料金 全額免除」 ２か月間延長
物価高騰に伴う家計等への負担軽減を図るため、水道料金の基本料金の全額
免除を、さらに２か月間延長しました。（下水道使用料の免除はありません。）

基本料金
用途 メーター口径 1か月あたり 負担減少額

（6か月分）

一般用
営業用
湯屋用

13ミリ 605円 3,630 円
20ミリ 770円 4,620 円
25ミリ 1,100 円 6,600 円
40ミリ 2,200 円 13,200 円
50ミリ 3,300 円 19,800 円
75ミリ 5,500 円 33,000 円
100ミリ 11,000 円 66,000 円
150ミリ 33,000 円 198,000 円
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物価高騰の影響を考慮し、１２月検針分も水道基本料金を全額免除します（官公署を除く）。
※下水道使用料の免除はありません。

お問い合わせは、水道課（江南市水道お客さまセンター）　☎ （0587） 53−3511 まで

（税込）

請求予定金額は、基本料金
の全額免除後の金額です。

基本料金が全額免除される
期間中は、通信欄でお知ら
せします。

財政収支の見通し

ホームページQR

水道料金の見直しに向けて検討をはじめました

凍結にご注意ください

ホームページQR
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「お客さまアンケート」調査の結果

　　　水道水の硬度について

　昨年10月28日にHome&nicoホール（江南市民文化会館）にて開催されました「2023江南市消費
生活展」に出展し、「お客さまアンケート」を行いました。
　アンケートにご協力いただいた方には、「あいちの水（愛知県企業庁が製造した非売品）」と「発泡
薬用入浴剤」などを配りました。

　182名の回答のうち、江南市水道事業が給水する区域にお住まいの方141名の回答結果を報告し
ます。いただいたご意見は、今後の水道事業の運営に活用させていただきます。また、市ホームページ
では、より詳細な内容を掲載しています。

　「硬度」とは、水に含まれる主なミネラル分であるカルシウム及びマグネシウムなどの量を、これに相
当する炭酸カルシウムに換算して表したもので、硬度が高い水を「硬水」、低い水を「軟水」と呼びます。
　ヨーロッパの水は、地域により異なりますが、多くは硬度が高い「硬水」に分類され、一方、日本の水
道水は、硬度が低い「軟水」に分類されます。硬水は、こくがあり癖があると言われ、軟水は、あっさり
として癖が無いと言われます。
　日本の水道の水質基準は、硬度が300ｍｇ/L以下ですが、おいしさの面から、目標値は10～100ｍｇ/Lとなって
います。江南市の水道水の硬度は、令和４年度の実績から、主に河川水を使用する下般若系の給水栓で２５ｍｇ/L、
地下水を水源とする後飛保系の給水栓での８６．６ｍｇ/Lとなり、「軟水」に分類されます。

ホームページQR

（1）水道の水質について （2）水の飲み方について（複数回答）

（3）水道料金は高いと思いますか。
　  安いと思いますか

（4）今後、水道事業が力を入れていくべき
　  ことについて（複数回答）
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江南市水道事業　令和４年度　決算報告
水道事業は、みなさまからお支払いただく水道料金を主な財源として経営しています。
今後も経費削減など効率的な運営を行い、安心・安全な水をみなさまにお届けできるよう努力してまいります。

税抜（単位：百万円）

税込（単位：百万円）

経営の状況
　令和４年度は、みなさまに１
日平均28,456㎥の水をお届け
しました。

　 収 益 的 収 支につきまして
は、給水量の減少により給水
収益が減少したことや、電気
代の高騰により動力費が増加
したことにより当期純利益が
238,011,329円となり、前年度
より59,743,817円減少しました。

　また、資本的収支につきまし
ては、企業債及び分担金・補助金・
負担金を財源とし、不足する額
540,620,301 円を内部留保資金
等で補い、施設整備を進めてま
いりました。

　主な事業としましては、第1
次基幹管路更新計画（平成26年
度から令和13年度まで）に基づ
き、水道事業創設当初に布設し
た基幹管路（口径200ミリメー
トル以上の配水管及び水源から
配水場までの導水管）を更新し、
耐震化を進めています。

　基幹管路工事を含めた配水管
工事では総延長10,448メート
ルを布設又は布設替したほか、
下般若第2号井・後飛保第4号
井及び第8号井の水中ポンプ入
替工事を実施しました。

用 語 解 説

■収益的収支と
　資本的収支
　地方公営企業である水道事業
の予算は、関係法令に基づき収
益的収支と資本的収支に区分し、
予算の内容を明確にしています。

収益的収支とは・・・
　当該年度の経常的な営業活動
に伴う損益に関する収入・支出
であり、事業活動の計画として
の損益予算です。

資本的収支とは・・・　
　主として将来の経営活動に備
えて行う施設整備計画、企業債
償還計画のための資金予算であ
り、収益的収支に属さない収入・
支出が計上されます。

　資本的収支の不足する財源に
ついては、営業活動で確保された
現金支出を伴わない減価償却費
などの、内部に留保された資金で
補てんすることとなっています。

水をお届けするための経費と財源収益的収支

水道施設を整備・拡充するための経費と財源資本的収支

《収入》
1,509

《収入》
339

《支出》
1,271

《支出》
879

給水収益給水収益
1,175 （78%）1,175 （78%）
お客さまからいただい
た水道料金です

その他営業その他営業
収益など 収益など 54 （4%）54 （4%）
他会計からの
負担金や、他
から委託を受
けて実施した
工事の負担金
などです

営業外収益 営業外収益 280 （18%）280 （18%）
長期前受金戻入や一般会
計からの補助金などです

企業債企業債
150 （44%）150 （44%）

施設を更新
するための
借入金です

受水費 受水費 336 （26%）336 （26%）

県営水道から水を購
入した費用です

動力費 動力費 75 （6%）75 （6%）
施設の電気料金などです

修繕費 修繕費 72 （6%）72 （6%）

施設などの修理費用です

委託料 委託料 172 （13%）172 （13%）

業務委託の費用です

人件費 人件費 85 （7%）85 （7%）

職員の給料などです

《資本的収支不足額》
540
収益的収支のうち、現金の支出を
伴わない減価償却費等や、事業活
動で生じた利益を積み立てたお金
など、内部に留保してある資金で
補てんしました

分担金 分担金 
88 （26%）88 （26%）
給水装置を新
設、増径する際
にいただいた負
担金です

補助金 補助金 
67 （20%）67 （20%）
配水管の耐震
化工事に対す
る県の補助金
などです

建設改良費建設改良費
688 （78%）688 （78%）

施設の老朽化・耐震化
対策として実施した工
事費用です

企業債償還金企業債償還金
110 （12%）110 （12%）
借入金元金の
返済費用です

建設改良建設改良
事務費 79 （9%）事務費 79 （9%）
施設を整備す
るための事務
費用です

その他その他
２（1%）２（1%）
メーターを購
入する際の費
用などです 負担金など負担金など

34 （10%）34 （10%）
他から委 託を
受けて実施した
工事の負担金
や、新たに給水
装置を新設す
る際、近くに水
道管がない場
合に実 施した
配水管延長工
事の負担金な
どです

《純利益》《純利益》  238238

その他その他
33 （2%)33 （2%)
賃貸料や通信運搬
費、受託工事費、
薬品費などです

支払利息支払利息
20 （2%)20 （2%)
借入れしている
企業債の利息です

減価償却費減価償却費
及 び 資 産 減 耗 費及 び 資 産 減 耗 費
478 （38%）478 （38%）
耐用年数に応じて、１年ずつ
減少する価値を費用化した

「減価償却費」と、施設の除却
に伴い、残存価格の減少を費
用化した「資産減耗費」です


